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背景 

• 安定した電力供給への要求の高まり 

• 近年，地震や水害など，自然災害による長期間停電事象の頻発、地球温
暖化による異常な気象，列島の地震活動期 

 

• 平成30年9月6日北海道胆振東部地震・北海道ブラックアウトの経験を生
かすこと等を目的とし，「防災・減災のための電気エネルギーセキュリティ
特別調査専門委員会」を設置（令和元年8月） 

• 令和元年台風15号台風19号時の災害時の電力供給の在り方等の課題も
包含した委員会活動を実施し，令和3年9月に同委員会の活動を終了，技
術報告書を取りまとめ解散した。 



一般社団法人電気学会 

調査検討事項 

（１） 北海道ブラックアウトに関するシンポジウムでの議論・提言、近年の大
規模な災害の調査、検証報告等を踏まえた課題抽出 

 

（２） 高度な電気依存社会における、電気エネルギーセキュリティ確保のた
めの役割分担、並びに対策の方向性 

 

（３） （１）（２）を踏まえた、電気供給のセキュリティ確保策 

 （３－１） 電力ネットワークのレジリエンス、セキュリティ対策 

 （３－２） スマート化、高齢化が進展する電気利用者サイドでのセキュリティ
対策 

 （３－３） 停電影響軽減に資する情報発信の強化の視点 
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検討体制と調査の内容 
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WGの成果 

WG1 

– 近年の災害による大規模停電，電力システム改革の進展等に伴う電力セキュリティの課
題，SNSの普及等を踏まえた情報発信のあり方 

– 将来に向けた新たな取組み、理想形としてイメージしているレジリエンス強化策等 

– 災害状況を踏まえた適切な対応力の強化と，行政，電力事業者，消費者の役割分担、
社会的受容性を考慮した対策の方向性（「安全性」「信頼性」「経済性・利便性」のバラン
スと官民一体となった役割）についての問題提起 

WG2 

– 通信，運輸，上下水道，ガス，病院，コンビニエンスストアなどの社会インフラを対象に調
査 

• 鉄道は列車運転および保安などの設備運用に大電力が必要で停電直後から運行
が停止すること 

• 病院はサービスを限定して72時間稼働すること，これらとデータセンターを除く大半
の施設では，24時間ないしは48時間の事業継続が可能であり，そのための非常電
源設備や蓄電池が装備 

– ハード面の対策に加え，燃料供給体制の確保や，設備の実態把握など，ソフト面での対
応の必要性 
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WGの成果 

WG3 

  大規模災害における一般消費者視点について，以下の論点毎に整理 

– 論点①災害時の一般消費者の９つの行動特性 

– 論点②大規模停電による一般消費者の影響 

– 論点③一般消費者の自衛策としての６つの代替電源 

– 論点④社会が備えている代替電源の事例 

– 論点⑤災害時における情報発信に関する消費者のニーズ（情報内容，情報発信手段） 
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関連する国の議論： 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科
会 電力・ガス基本政策小委員会（第45回、2022年2月25日） 



一般社団法人電気学会 

関連する国の議論： 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科
会 電力・ガス基本政策小委員会（第45回、2022年2月25日） 
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シンポジウム 

ご挨拶 委員長 横山明彦 （東京大学） 

 

報告・発表 

– 全体報告：副委員長  今井伸一 （東光高岳） 

– WG1報告：電力系統の視点での調査     花井浩一 （中部電力） 

– WG2報告：社会インフラの視点での調査   近藤圭一郎（早稲田大学） 

– WG3報告：一般消費者視点での調査     松本真也 （関西電力送配電） 

 

パネルディスカッション 

– 座長 今井伸一 （東光高岳） 

– パネリスト 花井浩一 （中部電力）、近藤圭一郎（早稲田大学）、秦 康範 
（山梨大学） 
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パネルディスカッションの進行 

電力、社会インフラ、消費者の視点からの期待・要望 

• 電力インフラの視点 

– 電力系統の「運用者」と「利用者」が協調することで、パフォーマンスを発揮し、社会便益を最
大化する事が重要。「誰が」「どの機能を活用し」「何をする」のが合理的であるかという観点か
ら、「社会インフラ」「消費者」のそれぞれの立場でできる対策を期待。 

• 社会インフラの視点 

– 需要（インフラ）側と供給（電力）側が納得できる（＝過大な要求でもなく，明らかな努力不足で
ない）合理的な電力供給安定性の明確化と実現 

– コスト負担に見合った合理的なサービスの受容 

• 消費者の視点 

– 平常時；納得感のある価格、高い品質、高い安定性 

– 災害時；停電の復旧見込み情報、迅速な復旧、電源車等の応急復旧措置 

期待を踏まえた課題認識と対策の方向性 

• 電力インフラの課題と対策 

• 社会インフラの課題と対策 

• 消費者の課題と対策 

 

聴講者からの質疑 


